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国際基準の難民認定を！



難民条約及 難民議定書 
解釈 関  国 主張

  難民認定基準      等  難民該
当性 判断  不要 
  難民認定手続及   立証 在 方 判
断   当   難民認定基準       
      難民申請    立証責任 立証
基準      指針   得   
  迫害 主体 国籍国 政府自身   
場合 政府 当該迫害 知       放
置   助長     特別 事情   場
合     難民 該当    



国際基準 難民認定 
  難民認定基準 発展

    年  難民条約 
    年  難民議定書 
    年  難民認定基準       
 世界情勢 変化 基本的人権及 難民問題 関 
 認識 発展 伴  難民条約第 条    各国 
解釈 多様化     
    年  難民申請    立証責任 立証基準 
    
    年      年難民 地位 関  条約第 条
 解釈 
    年  難民保護  課題 
    年     年  国際保護 関         



国際基準 難民認定 
  難民認定基準 発展

    年 国際連合総会第  期公式記録 添付   
 国際法委員会報告          

     世界     国際機関 報告    特定分野
    国家 実践 根拠 与     指令 基   
用意           実践 評価        
 権威 有 得       難民 地位 関      
年条約及     年議定書 基  難民 地位 認定 
関  手続及 基準 関                
国家 実践 反映     国家 実践 指針 提供 
 重要         



国際基準 難民認定 
  難民認定基準 発展

       協力   監督的役割 難民条約  条及 
難民議定書 条  受 入     締約国 義務 一部
    締約国       執行委員会 結論      
              他 難民 法 関       
 見解  難民条約及 難民議定書 適用      
 考慮 入           考慮 入       
   文書 法的拘束力 有     意味      
          文書  関連性       排除 
                権威  文書     
   無視       無視  側 無視 正当化 
    求       意味    
                                       
     



国際基準 難民認定 
  難民認定基準 発展

日本政府及 日本 裁判所       等 重要 指
針   採用 積極的 活用   

   日本国憲法第  条第 項 条約 誠実遵守義務 

                等 難民条約 解釈指針 
  用      難民条約批准    難民 国際保護
 一翼 担 責務 託   日本 裁判所      同
条約 趣旨 反  解釈 回避 適切 判断 行    
    大  利点    



国際基準 難民認定 
  難民認定手続及 
   立証 程度

   難民条約 難民 庇護     人道的 要請 基礎
   協定    同条約前文等  

 難民条約締約国 難民訴訟    立証基準等 定  
      同条約 目的達成 必要  適切    設
          条約上 制約 当然 課    



国際基準 難民認定 
  難民認定手続及 
   立証 程度

        年難民 地位 関  条約 第 条 解釈 第 
 項  立証責任 立証基準 関         内容 
要約   
 迫害 受           十分 理由   恐怖 
裏   立証 基準        法域 判例    
発展     立証 基準         公式 使用 
      求    基準 民事訴訟    要求  
 蓋然性 均衡   低    明       
  明確 述     



国際基準 難民認定 
  難民認定手続及 
   立証 程度

難民 保護 向  難民訴訟  
私人間 紛争解決 目的   通常 民事訴訟   
目的 大  異   
両者 立証基準 異     合理性 認      両
者 立証基準 同一 考     合理性       
 無理 



国際基準 難民認定 
  住民   迫害

 迫害 主体 国籍国 政府    否  関    難
民該当性 判断  際 核心      難民条約第 条
 挙   人種 宗教 国籍 特定 社会的集団 構成員
      政治的意見   理由  迫害 受      
     十分 理由   恐怖 有   否  

   判断      迫害 主体 国籍国   場合 
  国籍国   保護  恐怖  払           
 理由  基   危害 加             因果
関係 国籍国政府 断 切     問題 



国際基準 難民認定 
  住民   迫害

    政府 具体的 加害行為 違法化        
  現実  理由  基  危害 加           
恐怖  十分 理由         国籍国   保護
 十分      難民 該当性 認     

   国際保護 関        第 号  特定 社会的
集団 構成員       関   第  項
   同      第 号  国内避難又 移住 選択可能
性  関   第  項
   同      第 号  人身取引  関   第  項
   同      第 号  性的指向          
     理由   難民申請  関   第  項



国際基準 難民認定 
  住民   迫害

  難民認定基準        項 日本語訳
   住民         行為 迫害 当   考    
       

  国 主張
  同項  飽    迫害 該当  余地   旨 指摘 
        原告 主張         記載 恣意的
 自己 有利 解釈          



国際基準 難民認定 
  住民   迫害

   住民         行為 迫害 当   考    
       難民認定基準        項 日本語訳 

 英語原文                      見       
    
   趣旨  例示   事案    地域住民主体 加
害行為 難民条約上  迫害  見           
 狭 解釈 封  難民保護 拡充         同文
    迫害  解  余地 指摘           迫害 
  解      余地 排除      
         後 難民条約 解釈 発展 国際保護 
関        第 号第  項等   明   



国際基準 難民認定 
     

    難民条約 適用 受   難民  解釈      解
釈 補足的手段  必要  難民認定基準       等  
     国際的基準 日本政府 日本 裁判所 基準 
  採用  積極的 活用          

   難民訴訟    難民申請側 求    立証 基準
  民事訴訟    要求   基準  低  

   政府 具体的 加害行為 違法化          
現実  理由  基  危害 加           恐
怖  十分 理由     国籍国   保護 十分  
    難民 該当性 認            



次回期日

 月  日  時  分〜

大阪地方裁判所

傍聴  参加下  


